
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市植物公園 

見どころ案内 

2019年１1月 30日 
通巻第 443号 

展示会のご案内 

◇  

特別企画展 種子の不思議展 

◇展示温室(11/23～12/25) 

 クリスマスを飾るフラワー展 

✿毎週土・日曜日・祝日 午後１時半～３時２０分は、ガイドボランティアが園内を案内します✿  
✿毎月第２火曜日・第４土曜日 午前１１時～は、職員による植物うんちくガイドを実施します✿ 

 

クロガネモチ （モチノキ科） 
 濃い緑葉と赤実のコントラスト

が美しいです。雌雄異株なので、

赤い実が付いている株は雌株で

す。樹皮から鳥もちを作ることが

できますが、小鳥を捕ることは鳥

獣保護法で禁止されています。 

 セイヨウヒイラギ  
        （モチノキ科） 
英語ではホーリー（Holly）

と呼び、赤い実のついた枝は

クリスマスの装飾に用いられ

ます。雌雄異株ですが、単為

結果するので、雌株のみで

実がつきます。モクセイ科で

はなくモチノキの仲間で、ヒ

イラギモチとも呼ばれます。 

ファウカリア  
 （ツルナ科） 
南アフリカ原産 

の多肉植物。葉の 

縁に鋭い鋸歯が並 

び、動物の口のよう 

に見えます。花はマツ 

バギクに似ています。 

紅葉・黄葉  
    （ムクロジ科他） 
カエデ園の紅葉も色

褪せ始め…。落ち葉を踏

みしめながら紅葉の木々

の間を散策してみるのは

いかがでしょうか。 

コウヨウザン （ヒノキ科）  
スギに代わり、広島県が推奨する

造林樹種として注目が集まっていま

す。中国語では、本種を杉（シャン）、

日本の杉は柳杉と呼称します。 

野生ギクの花壇 
 本園の野生ギクの多く
は、広島大学植物遺伝子

保管実験施設［キク属の

バイオリソースセンター］

から譲り受けたものです。

今回は特設花壇を設け、

キクタニギクなど１８種の

野生ギクを展示していま

す。多様に進化した花姿

を観察してみてください。 
マニラヤシ （ヤシ科）  
フィリピン原産（固有種） 

の中形のヤシ。果実が赤く

色づくことから、クリスマス

パームとも呼ばれます。 

ホワイトサポテ （ミカン科） 

 メキシコ～中米原産の常緑

高木。ミカン科の植物です

が、バナナや洋ナシを混ぜた

ようなクリーミーな食味です。 

グランサムツバキ  
       （ツバキ科) 

香港原産のツバキの一種。

白い大きな花に黄色の雄し

べが目立ち、色も大きさも目

玉焼きのように見えます。 

カラマツ （マツ科) 

 漢字で書くと、「唐松」ですが、日本固有種

です。また、唯一の落葉する針葉樹です。

信州や北海道では、戦後の拡大造林の時

代に大量に植林されました。軽井沢の自然

を歌った野上彰の「落葉松」は名曲です。 

サネカズラ （マツブサ科）  
 赤い実は薬用です（生薬「南

五味子」）。つるを刻んで水で伸

べた粘り気のある液体を整髪

料に用いたことから、美男蔓（ビ

ナンカズラ）の別名もあります。

日本（関東以西）・朝鮮・中国に

自生しています。 


